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第22回鳥羽パール・ レース

レース委員長周東英卿

へ

〈注〉完走艇106艇･DNF9艇･DSQ2艇。

レース参加者の総数は770名（但し、女性の参加者

45名・6％を含む）であり、その内訳はNORCの会

員576名（75％)、非会員194名(25%)であった。

尚、レース艇の乗組員全員がNORCの会員である

艇は25艇(21%)であった。

年代別レース参加者数は次の通り。

〈年代〉〈参加者数〉

10代(20歳未満)17名(2%)

但し、15歳未満1名を含む。

20代(20歳～29歳)372名(48%)

30代（30歳～39歳）320名（42％）

40代（40歳～49歳)51名(7%)

50代（50歳以上)10名(1%)

但し、61歳以上1名を含む。

尚、20代（20歳）から30代前半（34歳）までのレー

海洋スポーツの祭典として、かつ、夏の風物詩とし

て、津々浦々の海の仲間達から親しまれている外洋ヨ

ット・レースー第22LI鳥羽パール・レースは、NO

RCの各支部から117艇が参加し、7月24日100(),g

羽・菅島水道ヨセマル灯浮標のスタート・ラインから

三油半島・小網代湾口のフイニッシュ・ラインに向け

て、全艇一斉にスタートした。

支部別・クラス別レース参加艇数は次の通り。

〈支部別参加艇数〉〈クラス別参加艇数〉

関東支部57艇（49％）クラス13艇}(10%)
駿河湾支部13艇(11%)クラスⅡ8艇′

東海支部34艇（29％）クラスⅢ19艇(16%)

;驚鑿|,"!I剥離｜
玄海支部0艇1
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ス参加者は603名(78%)

であった。

レースの成績は別表Ⅳ

(P.5～7)の通りであるc

ファースト・ホームは、

クラスIのく摩利支天〉が

7月25Ill5時37分32秒にフ

ィニッシュし、初陣を飾っ

た。総合優勝は、Qトナー

<RODEM-V>が、ク

ラスI･Ⅱの大型艇に伍し

て良く健闘し、所要時間35

時間26分l1秒をもってフイ

ニッシュし、修正順位第1

位の金的を見事に射止めて、

伝統に輝くパール・カップ

を始めとする数々の優勝杯

を獲得した。

今年の鳥羽パール・レー

スの気象・海象条件は、天

候は、気象庁の天気予報に

よれば、平年より7日、昨

年より10日も早い関東地方

の梅雨明け宣言をもたらし

た夏の気圧配置が、オホー､ノ

表I天気図
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た夏の気圧配置が、オホーツク海高気圧の南ドにより

崩れ、北日本から束H本にかけて大気が非常に不安定

な状態になっていた。このため、紺碧の空に積乱雲が

浮ぶ夏空は期待できず、レース海域では視界が悪く、

特に鳥羽から神子元島に至る海域では、鳥羽パール・

レースに相応しい南西乃至南の風にも恵まれず、風向

と風力にむらがある東寄りの風が予想に反して長時間

にわたって吹いたようだ。－別表I天気図参照。

海流は、海上保安庁の海洋速報によれば、黒潮の本

流は石廊崎の南60浬から御蔵島を経て北東乃至東に流

れており、その分流が神子元島と神津島の間を新島寄

りに北上し、利島を経て大島の風早崎から北東乃至束

に流れていたようだ。－別表Ⅱ海流図参照。

潮流は、御前崎付近と石廊崎・神子元島周辺には、

例年の如く流向と流速の異なる複雑な流れがあり、か

つ、伊豆半島南端の海域では、今年は水温が異常に低

いため、濃霧が発生し易い状態であったようだ。

このような気象・海象条件から、今年の鳥羽レース

では沖寄りのコースをとった艇は皆無であり、多くの

艇が御前崎付近の複雑な潮流を避けて、陸を適当に離

した中間ゴースを選択したようだが、各艇が浜名湖沖

を束航していた7月24Hの日没近くから束寄りの風が

吹き姑め、真上りの風向となり、かつ、視界が悪かっ

たため、陸に近づいてから再度沖出しした艇、心なら

ずも、駿河湾に人ってしまった艇や岸寄りのコースを

引いてしまった艇がかなりあったようだ。この浜名湖

沖から神子元島に至る真_kりの約60浬～70浬の航程に

おける各艇のベイシック・コースの可否および風向と

風力の変化に対応したセーリング・テクニックの巧拙

とダッキング・ポイントの適否が勝敗を決定する要因

となったようだ。

<RODEM-V>は、クラスI～Ⅳの大型・中型

艇のセール・ブランケットを嫌って、スタート・ライ

ンのセンター付近よりスタートとした。<RODEM

-V>のベイシック・コースは、鳥羽から神子元島ま

では、複雑な潮流一反流若しくは逆潮を避けて、岸

寄りのコースをとらず、御前崎と石廊崎の南約5浬の

各ポイントを結ぶ中間コースを引き、神子元島は約10

浬東の沖合を回航し、神子元島から大島・風早崎まで

は、利島に寄せてから大島・千波崎に向かい、大島の西

岸に沿って北上し、大島・風早崎から三浦半島・小網

代まではラム・ライン上にコースをとってフィニッシ

ュしている－別表Ⅲ航跡図参照。

<RODEM-V>は、浜名湖沖から神子元島に至

る真|”のコースにおいて、ベイシック・コースのチ

ェックをしながら、風向と風力の変化に対応して肌理

の細かなセーリングとダッキングを着実に行ない、これ

により、クラスⅢ．Ⅳの一部の中型艇とクラスV･W

の大半の小型艇を追い越して、先行するクラスI･n

の大型艇に食い下がり、総合優勝へのチャンスを掴み、

更に神子元島をIIjl航する際に遥か東の沖合にコースを

引いた結果、黒潮の分流に_k手<乗り、かつ、凪にも

遭わず、神子元島から大島・風早崎に至る約25浬の航

程において快走することができたことは、総合優勝へ

へ
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のチャンスを確実なものにしたと言えよう。

尚、今回の鳥羽パール・レースにおいて、総合順位

第2位から同第5位までを独占したクラスⅡの<KA

ZU>･<TOGO－Ⅶ>･<VIND-7>･<月

光一Ⅵ〉と<RODEM-V>の好敵手として、かつ、

<RODEM-V>とともにクラスI･Ⅱの大型艇に

食いつき、小型艇の心意気を示したクラスVの総合順

位第6位<KARASU>・同第7位<ABRACA

DABRA>の活跳振りは称賛に値するものであり、

その健闘に対し,じ､から拍手を送りたい。

7月26日1515クラスⅥの<LIMBO>がラスト・

フイニツシュし､|hIII1845(MERCURE－Ⅱ〉のリ

タイヤを確認して、第22IIII鳥羽パール・レースは無事

に終了した。

表Ⅱ海流図 §可
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表Ⅳ
第22回鳥羽パール・レース成績表

レース委員長周東英卿スタート時刻脇10:00

修正時間

(h－m－s）

総合

順位

フィニッンュ

タイム

（h－m－s）

御前崎回航

(d－h－m）

石廊崎回航

(d-h-m)

所要時間

(h-m-s)

セール

番号
名クラス順位 艇 「Cf

13 FUJIⅢ 35－13‐08 0，8525 30－01－26 642112 24－20－07 25－04－50 21－13－08 26

RODEMV] 31－01－57 0．8541 26－30－17 1862 2370 24－20－45 25－02－30 17－01－57

① 摩利支天 0，8773 25－59－25 929－37－322872 24－20－28 25－01－20 15－37‐32 1

濃美 0．8177 28－34－08 55Ⅱ6 20－56‐18 20 34‐56－182080 24－21－23 25－05－54

0．8257 28－59‐55 6221－07－13 24 35－07－138 2312 NACHI 25－00－00

② 24－47‐46 ３30－33‐35 0．81142333 TOGOW24－20－30 25‐01－50 16－33－35 4

① 229－48－12 0．8266 24－38－072388 24－20－45 25－00－45 15－48－12 2K AZU

へ 月光Ⅵ 30－57－56 0.8086 25－02‐19 516－57－56 52400 24－20－59 25－02－294

③ 0．8283 24－58－1730－08－53 42558 VIND724－21－21 25－01－00 16－08－53 ３

光 3433－23－51 0.8114 27－05－5524－20－44 25－04－30 102777 19－23－515

0．8230 28－35‐18 56sELENEm 34－44－1324－22－30 25－04－50 20－44－13 13７ 2962

竜 王 34－55－39 0．7796 27－13－46 3618m7 1687 24－23－15 25－07－35 20－55－39

0.7985 30－35－41 6938－18－56SOLTAS 24－21－41 00－18－56 5816 2001

28－22－59 5133 35‐22‐54 0．8022B Bm 25－04－20 21－22－542049 24－23－1514

④ 34－48－33 0，7709 26－50‐03 2720－48－33CARINO6 24－21－30 25－05－00 142211

⑤ 280．7709 26－55‐02銀 河Ⅵ 20－55－00 17 34－55－0024－21－26 25－06－142228

27－53－35 4635‐51‐58 0.7777PuFFm 25－07－30 21－51－58 452250 25－01－1012

34－49－57 0．7815 27－13－17 3516NARUMIV 24－21－30 25－06－20 20－49－5723826

0．7882 39－21－34 10649－56－10coRsAIRm 25－00－00 25－14－00 11－56－10 87241018

27－16－39 3835－25－49 0．769921－25－49 3625－05－589 2411 AUCHEVALBLANC

34－56－08 0.7835 27－22－19 4020－56－08 1924－21－10 25－04－202455 MARG旧10

弓 0.7815 27－42－15 44朝 38 35‐27－0125－06－25 21－27‐01247711

35－17－21 0.7910 27－54－49 4721‐17－21 27INDIGO 24‐21－20 25－05－3013 2722

③ 0.7957 26－29‐07 1733－17－09ITSUKII 24－21－00 25－02－30 19－17－09 ７2723

0.8031 28－29－41 5335‐28－52BELLATRIXI 25－07－31 21－28－52 402751 24－22－4915

へ
34－36－31 7943－57－31 0.787305－57－31 742773 AFRODITE80 25－00－00 25－10－0017

② 0.7844 26－11‐08 1019－22－59 9 33－22－5924－20－48 25‐04－092817 K IKI

0.7976 27－16－32 3734－11－50SINDBADⅢ 20－11－50 1124－21－25 25－04－308 2900

① 833－19－56 0.7777 25－55－2019－19－56 82929 ARGONAUT 24－21－14 25－04－07

2960 QROKU,0 ※2 ，．S、Q

0.7458 26－47‐46 2547 35－55－47MAUPITI 24－22－34 25－07－03 21－55－47Ⅳ12 1465

32－49－080.7489 74TILDEU 05－49－23 ワqOJ 43‐49－2324－23‐40 25－10－2028 1555

4336－59－04 0,7489 27－41－5122－59－04 511850 VEGAV25－00－00 25－07－0021

20⑧ 龍 飛Ⅲ 35－32－30 0.7468 26－32‐3321－32－30 4324－22－35 25－07－331900

2935－03－46 0.7689 26－57－3521－03－46 2224－21－20 25－05－3014 1909 DANDELION

cRANEm 6138－18－43 0.7519 28－48－2400－18－43
F庁

○イ25－00－00 25－08－1026 2074

⑥ 1635－21－37 0.7489 26－28－52
帝海 21－21－37 312116 猫 24－22－55 25－06－42

ORIONⅢ 35－33－01 0.7530 26－46－09 2421－33－0124－22－50 44212811

0.7519 26－34－38 2221－20－49 29 35－20－49JuNEBRIDEm 24－21－30 25‐07－009 2175

38－20－38 1050.7580ADoNIsm 25－00－20 12－35－09 96 50－35－0925－12－1033 2197

109陽 49－39－04 0.7509 37－16－58丹 11－39－04 8325－00－13 25－12－2930 2204

（5）
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フイニッシュ

タイム

(h-m-s)

御前崎回航

(d-h-m)

石廊崎回航

(d-h-m)

所要時間

(h－m－s）

総合

順位

修正時間

(h-m-s)

ル
ロ
万

七
番

クラス順位 艇 名 TCF

10 2205 STAYER 25－05－30 21－06－13
n句

四J 35‐06－13 0．7580 26－36－30 23

2230 BEYBEYI ※3 D.S.Q

29 2263 DISCODORI 24－22－00 25－05－00 10－35－08 81 48‐35－08 0.7499 36－26－03 92

① 2288 以 穂 24－23－03 25－06－24 21－30－32 42 35－30－32 0.7417 26－20－12 11

竜22 2331 臣
h,ソ 23－37－34 目ワ

リと 37－37－34 0．7509 28－15－12 50

13 2332 MEERV 24－23－16 25－04－30 21－20－03 28 35‐20－03 0．7590 26－49－07 26

⑦ 2432 BLUENOTE 25－02－00 25－06－00 21－52－19 46 35－52－19 0．7396 26－31－51 19

15 2437 LIPPARSHARK 24－23－20 25‐07－00 21－29－42 35－29－42 0．7600 26－58－3441 30

雪 風、31 2512 25－00－00 25－08－00 12－24－08 グー

ー

93 50－24－08 0.7458 37－35－23 102

② 2620 SEAHEILW 24－22－30 25‐05‐40 20－59－28 21 34－59－28 0．7530 26－20－53 12

19 2633 くまごろう五世 24－23－30 25－07－30 22－28－54 36－28－54 0．7479 27－17－0450 39

25 2634 M ARK24－21－30 25－07－10 00－08－08 53 38－08－08 0.7530 28－42－57 59

2641
Tワ

上イ MORANGBONG 24－22－10 25－07－30 21‐23－36 35－23－3634 0．7630 27－00－18 32

16 2668 PARAPHRENIANW 24－21－53 25－04‐35 21－24－59 35‐24‐5935 0．7620 26－59－14 31

27 2713 CAVOKI 25－00－00 25－09－30 01－05－56 62 39－05－56 0.7540 29－28－50 63

20 2800 SAKIH 24‐22‐10 22－25－14 49 36－25－14 0.7590 27－38－35 42

18 2840 KAZA7 24－21－40 25‐06－02 21－21－02 30 35－21－02 0．7660 27－04－42 33

23 2845 TOMOERIKAV 24－22－20 25－07－10 00－13‐53
F〆

、0 38－13－53 0.7479 28－35－35
F呵

りイ

③ 2853 TOPLINER 24－23－40 25－06－10 21－22－39 則り
Jと 35－22－39 0.7458 26－23－04 13

④ 白 鯨、2857 24－21－29 25－05－32 20－48－58 15 34－48－58 0.7590 26－25－31 14

32 2862 おおみずなぎどり 24－23－30 25－11－30 11－39－43 84 49－39－43 0.7660 38－02－27 104

24 2921 MOSSYTIE 24－23－56 25－08－30 00－26－23 60 38－26－23 0.7458 28－40－06 58

⑤ 風小僧東京2931 24－23－50 20－43－31 1り
ょ＆ 34‐43－31 0.7620 26－27－38 15

V 飛 車角Ⅱ610 ，.N､F

15 1190 HELIOS 25－00－25 25‐08-00 04－42‐53 71 42－42‐53 0.7312 31－13－58 71

29 1199 NEOPATHOS 25－00－35 25－12－20 12‐59－44 50－59－44103 0.7139 36－24－20 91

（
｝

25 1311 TACHYON 25－00－15 25－10－35 12－12－41 91 50－12－41 0.7172 36－00－41 87

22 1448 cIMAm25－00－35 25－13‐55 12－25－16 94 50－25－16 0.7083 35－42－47 84

ワq
与凹 1707 GUERILA 25－00－00 11－48－01 86 49－48－01 0.7204 35－52－34 85

28 1733 U、F、0 25‐01－00 25－14－00 12－50－16 50－50－16101 0.7150 36－20－56 90

桜 工Ⅱ27 1735 25－00－40 25‐11－30 12－36－29 97 50－36－29 0.7139 36－07－44 89

⑧ 1772 BORNFREE 25－00－10 25－08－30 01－41－54 39－41－54
戸F

OO 0.7193 28－33－18 54

32 1777 TSUBAKURO 25－00－05 25－08－00 12－58－41 102 50－58－41 0．7172 36－33－41 95

、 1897 TORNADOI 25－00－15 25－08－30 03‐25‐31 66 41－25－31 0．7248 30－01－30 65

2109 CHICO ，.N,F
※1

19 2129 SYLPHIDES2 24－23－40 08－57－12 48－37－12
可弓

ﾘイ 0.7139 34－42－35 81

⑨ 2182 KELONIA 25－00－15 25－06－05 01－41－08 64 39－41－08 0.7248 28－45－50 60

34 2196 MOREJOY 25－00－15 25－15－15 12－46－53 99 50－46－53 0.7226 36‐41－40 98

桃 李Ⅱ11 2234 24－11－20 25－08－30 03－32－49 41－32－4969 0.7237 30－04－03 66

20 2247 BOURBON 25－00－10 25－09－00 10‐35－08 80 48－35－08 0．7204 35－00－03 82

26 2248 sAMoAm 24－22－30 25－12－30 12－04－23 88 50－04－23 0．7215 36－07－39 88

ｌ
３
ｌ
６
ｌ

30 2273 長 良 25－00－50 25－14－05 12－31－04 50－31－0495 0．7215 36－26－54 93

24 2371 DELPHINA 25－00－00 25－07－00 11－39－44 85 49－39－44 0．7226 35－53－09 86

(6）
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総合

順位

フイニッンュ

タイム

(h－m－s）

所要時間

（h‐m－s）

御前崎回航

(d-h-m)

石廊崎回航

(d－h－m）

修正時間

(h-m-s)

ル
ロ
万

七
垂
合

クラス順位 艇 名 rCI

30－38－48 70SUPERLUCIE 04－28－36 70 42－28－36 0.72152418 24－11－10 25－10－3014

＝

昭‘ 王 丸Ⅱ 103104 51－46－23 0．7290 37－44‐3337 2435 25－01－00 25－13－10 13－46－23

41－30－31 0.7269 30－10－21 672480 HORIZENI 03‐30－31 6812 24－23－33 25－07－25

31－21－43 72SPITFIRE 43－01－14 0．729016 2510 24－22－50 25－09－00 05－01‐14 ﾜﾜ
『白

CAPTAINHARLOCK 6824－23－30 03‐28－18
戸庁

W 41－28－18 0,7280 30－11－2813 2542 25－08－10

46－28－22 0．7301 33－55－47 762573 SPICAM 25－10－53 08－28－22 7517 25－00－14

① 25－38－38 62600 KARASL 24－22－13 25－06－05 21－10－37 り目
白』 35－10－37 0.7290

PRoSPERm ，．N，F2652

ももやまⅡ2658 ，．N・雁
臼国

⑦ 一寸法師 28－26－14 5261 38－57－00 0.73012662 24－23－35 25－07－35 00－57－00

⑥ 38－19－13 0．7301 27－58－39 492677 GREATPEOPLE 24－23－20 25－08－30 00－19－13 59

09－07－20 78 47－07－20 0.7248 34－09－15
ワワ

イI18 2735 TRADEWINDSCLOUD 25－00－00 25－08－00

飛 鳥二世 51－59－13 0．7193 37－．23－39 10125－02－35 25－14‐30 13－59－13 10536 2762

50－21－18 0.7280 36－39－30 9633 2765 OCEANIDEXPRESS 12－21－18 Qワ
J巳

聖
時
Ｅ
口

土
ヨ
】 0．7193 36－32－42 942831 25－00－40 25－12－25 12－48－24 100 50－48－2431

④

21

38－09－25 0.7280 27－46－41 452899 RIVEGE 24－23－00 25－09－19 00－09－25 54

THE正覚坊 8382 49－05－38 0．7204 35－22－022920 23－00－40 25‐09－00 11－05－38

③ 駿 河Ⅲ 26－32‐47 2125－07－02 21－56－47 48 35‐56－47 0．73852922

9950－41－35 0．7280 36－54－1635 2927 HARIMAOV 24－23‐50 25－11－30 12－41－35 98

② 35－28－13 0．7258 25－44－39 ７2952 ABRACAI〕ABRA 24－23‐20 25－06－30 21－28－13 39

⑤ 花 38－11－51 0．7322 27－58－05 48櫻2963 00－11－51 調

Ⅵ MIZUNAGIDOR］ ，．N、F1401

SONNBLUMEI1422 ，．N,F

MERCUREI1634 ，．N，豚

53－15－02 0．6890 36－41－22 97７ 1849 LIMBO 25－03－00 25－16－30 15－15－02 106

PEGASUS2219 ，．N、F

① 35－26－11 0,6913 24－29－492260 RODEMV 21－26－11 q7
UD １24－23‐30 25－07－00へ

IVY2272 2 ，．N･F

② 27－32－292295 SAVAGE 24－19－20 25－11－50 01－15－19 63 39－15－19 0.7016 41

80RAINBOW 50－09－54 0.6901 34‐37－076 2305 24－23－30 25－11－00 12－09－54 89

50－12－32 0．6819 34－14－14 782363 VALENTINEU 25－00－30 25－12－45 12－12－32 905

③ 73PINKPANTHERm 46－55－21 0．6924 32－29－202406 25－00‐30 25－08－50 08－55－21 76

④ 48－14－20 0．6901 33－17－22 752850 PASSAT 25－00－03 25－10－55 10－14－20 79

※lCREW急病・緊急入院手配のため，エンジン使用による修正所要時間

NORC外洋レース規則第10条3(2晒用

※21YRR規則36条適用

※31YRR規則32条適用

(7）
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鳥羽レース優勝記

<RODEMV>渡辺俊也

艇のチューニング，クルーのチームワークすべてに

絶好調の<RODEMV>は，艇長の霜山が8月初旬に

ニューヨークへ転勤するため，この鳥羽レースが日本

で最後のレースになるということもあり，艇長以下ク

ルー全員が,「なにがなんでもこのレースは勝ちたい。

2位も3位もビリも同じこと，絶対に優勝を狙うんだ｡」

と気分的にも最高に盛り上がった雰囲気でレースに望

んだ｡レース前夜,いつもであれば<RODEMV.VI>

のメンバー全員でパーティーに繰り出し，ドンチャン

騒ぎをするところだが，舵誌より,｢<RODEM>の若い

クルーは品がない」との注意があり,<RODEM>では

クルー全員が反省し，当分の間パーティーには出ずに

謹慎することになっているため，鳥羽市内でパーティ

ーが催されている頃，我々はレース本部の置かれた朝

雲館で食事をとり，レースのために十分な睡眠をとり，

スタートの朝をむかえた。

スタートラインは例年どおり菅島の南にセッティン

グされていた。風はアウターから吹いていてアビーム

のスピンスタートだ。他のレース艇にブランケットさ

れることを考えると,Qtonの場合アウターから上一

番でスタートを切ったほうがいいかと思ったが，菅島

によるブランケットがかなり広がっており，結局スタ

ートラインの外側より一番スペースのあきそうな所を

見つけ，スターボードタックでつつ込むことに決めた。

作戦どおりセンターよりややコミッテイーよりにフリ

ースペースを見つけ，そこでジャイブしスタートする

ことができた。

大半の艇はスピンポールをセットしてポートタック

でスタートラインを切ったが，我々も彼等にほとんど

おくれることなくスピンを上げ，まずまずのスタート

を切ることができた。スピンはGPスピンでラフィン

グマッチをしても十分に上れるため，しばらくの間は

他艇のブランケットをさけながら，ラフィング，ベア

を繰り返しながら艇をすべらせた。しかし，アビーム

の風では，水線長の差が艇速の差に出てしまい，スタ

ート後3時間ぐらいたった時のポジションは，全艇中

約3分の2ぐらいの位置になり，先行する大型艇団に

はかなりの水をあけられてしまった。この頃になると

風はかなり後ろにふれ,また,風速も落ち,<RODEMV>

はスピンをGPからフローターにチェンジし，ヘディ

ングは御前崎の南，約5マイルに向け，ほぼラムライ

ン上を走った。

風が落ちると自艇より下にいる艇が上艇にくらべ走

り負けているようだ。<RODEM>も風の息に合わせ，

風が落ちればコースを上らせ，風が吹けばコースをも

(8）

どし，御前崎に寄せすぎることをケアしながら艇をす

べらせたo

1630風が,WよりWSWにシフト，ジャイブ，一瞬

ベタナギになる。その後すぐにSEの風が吹き出した。

フローターを下ろし,No.1ラミナーをセットする。ヘデ

ィングをラムラインに向けると風はクローズリーチで

ある。セールを一杯に引き込みクローズホールドで南

下する艇とコースに合わせセールを出す艇に分かれる。

<RODEM>は風が一応安定したため，コースに合わせ

セールを出すことにする。しかし風はさらにシフトし

南側の艇団が有利となるが，その後，極端に風がふれ，

<RODEM>のまわりの艇は全艇，御前崎を一発でかわ

すことができず，タックタックの真上りとなった。

1800頃になると風はかなり強くなり，また，うねり

も南からかなり大きなものが来るようになる。大半の

艇がセールチェンジ，リーフを始めた。<RODEM>は

重量級のクルーのフルハイクにより，かなりの風でも

ヒールを起こせるのに加え,Nolラミナーのドラフト

がほとんど変化しないため，他艇がNO3ゼノアを上げ

る頃までフルセールで走れる。それでもヒールがきつ

くなった時はラフに裏風を入れながら走るので，上り

角度がバツグンによくなる。そんなわけで，強風のク

ローズホールドは<RODEM>が最も得意とする風であ

る。また，うねりの大きさが上りをご､まかしながら走るの

に,Qtonクラスに最も適していたためか，ここで一

気に船足を伸ばすことができた。

日が完全に暮れた後は，今の走りが順位を決めると

各自，自分に言い聞かせ，気を抜かずにフレタックを

繰り返した。石廊崎までにはかなりの数の艇を抜くこ

とができた。石廊崎はかなり沖のコースでクリアし，

神子元の南を通り利島にヘディングを向けた。相模湾

に入るともやがかかって視界が悪く,DFが不調のた

め，位置がなかなかつかめなかったが,0830,正面に利

島を確認し，予定通りのコースを走っているので安心

する。風はNEにシフトし，またも真上りである。利

/■鱈

軸炉

総合優勝の<RODEMV>撮影：岡本甫提供：舵社

へ

へ
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島の北5マイルの頃より，北上する潮に乗ることがで

きた。一気に大島にとつつき，千波，元町，風早をす

べるように走りぬけた。

後になってから聞いた話では，大型艇は大島付近で

一度ナギをくらったそうだ。我々が大島西岸を通過し

た時は，島のブランケットで風はやや落ちたものの，

うねりが全くなく，平水のような海面を対水速度で5.5

ノット，対地速度では7～8ノットで大島をクリアす

ることができた。

この頃になるとまわりの艇はほとんど大型艇でスリ

ークォーター以下の艇はほとんど見られなかった。し

かし，レース前からマークしていたくカラス〉の姿が

見えないので心配のタネにはなっていた。このレース，

<RODEM)が負けるとすれば，レース展開が大型艇有

利で一気にビッグボートがフィニッシュしてしまう場

合と，〈カラス>，〈ドーリー〉のような足の速いハーフ

トンが大型艇に食いついてフィニッシュした場合，と

いうように考えていたのだが，今回はくドーリー〉が

いないのでくカラス〉には食いついていきたかった。

話はもどり，風早をクリアすると風がNEからEに

シフトし,<RODEM>はGPスピンを上げ城ヶ島を目

指す。伊豆半島寄りにいる艇はスピンを上げられず一

気に引き離なす。前方の集団も艇速がなくみるみる近

づいた。しかし城ヶ島の南西2マイルの所で先行艇団

においついたと同時に，一気に風が落ち，艇速が1ノ

ットをわってしまった。レース中頃までのナギなら小

型艇有利になるが，この場所でのナギではどうしよう

もない。

トップ艇は何時頃フィニッシュしたのか気になる。

しかしここが勝負所と，一同気を引き締める。まわり

にいるのはクラスⅣ以上の艇ばかりである。15艇ぐら

いが一団となって小網代に向かっている。フィニッシ

ュラインは目と鼻の先なのに艇速は0．5ノットをオー

バーしない。諸磯の先端にある<RODEM>のマンシ

ョンの窓には明りがこうこうと点っている。すでにフ

ィニッシュした<RODEMVI>のクルーが<RODEM>

チアガールの作った食事を食べ，風呂にでも入ってい

るのであろう。ナギの中でよけいにイライラがますが，

気を静めトリムに集中する。岸よりの艇がすべり出す。

ゆっくりと風が吹いてくる。やっと<RODEM>のセ

ールにも風がはいった。今までだんごになっていた艇

が網代崎のダイボーにそって一列になってフイニッシ

ュラインにつっかける｡<RODEM>は風をつかむのが

おくれ，艇団のドンケになってしまったが，やっとフ

ィッシュラインを切ることができた。

フィニッシュ後，航跡図を出しに行くとなんとくカ

ラス〉がいるではないか，我々より十数分先にフィニ

ッシュしたそうだ。これで一つ心配はなくなった。レ

ース中は絶対に勝つんだと自分に言い聞かせているが，

フィニッシュ後はやけに成績が気になってくる。艇を

油壺に紡い，シーボニアのレース本部で優勝といわれ

(9）

るまでは不安でいっぱいだ。艇長の霜山もたぶん勝っ

ただろうと思っているものの，やはり不安気な顔をし

ている。修正時間がくカズ〉より小さいかどうか，一

同本部の電卓を見つめている。修正時間が出だ｡｢ヤ
ッタゼ優勝だ.ﾉ｣｡マンションへもどって飲んだビール

は最高にうまかった。

●外洋帆走指導普及講習会●

名古屋報告

ヨット体験上艇

チビッコレボート

3年2組岩崎あすか

わたしは，モターボートには，のったことがあるけ

けど，ヨットははじめてだった。

とても楽しかったけど，中はうすぐらくて，きもち

がわるくなるところだった。わたしは，おにいさんが，

ほをあげる時のしんけんな顔が，すごく気にいってし

まった。でも，ヨットがさかになった時，こわいよう

なおもしろいようなへんなかんじだった。

わたしは，さかになっている時，上だったので，下

になったことがない。下になったらどんなのだろうか。

こわいかな。おもしろいかな。でもゆきちゃんたちは，

キャアキャアとさけんでいたから，こわいと思う。

わたしは，ヨットにのったのはうまれてはじめてだ

った。お母さんは「わたしも行きたい」といっていた。

でも，弟が，らい年一年生なので,「こうちゃんが行つ

って，お母さんもついていって，おれえちゃんも行け

ばいい」といっていた。おにいさん，おねがいだから，

らい年もヨットにのせて下さいね。ありがとうござい

ました。

鰯
初体験に喜ぶチピッコたち撮影：岡本甫提供：舵社
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を見たときは，まい日ヨットにのっているのかなあと

思いました。

わたしたちがヨットにのせてもらったときは，ヨッ

トに5人のっていました。その中に，外国の人が1人

のっていて，日本語がはなせるのかなあと思っていた

ら，とてもじょうずで日本の人と同じくらいにはなし

ていました。

でもこの人は，日本に10年ぐらいいるといっていた

ので，これじゃあ日本語がじょうずなのはあたりまえ

だと思いました。

このヨットは，船の長さよりもホをたてるぽうのほ

うがながいときいて，よくかえらないなあと思ったら，

船のそこにおもいものがあって，かえらないようにう

まくできているときいてあんしんしました。

はじめてのって，これでよく外国へ行けるなと思っ

て船の中をみせてもらうと，これじゃあどこでもいけ

るというぐらいに，いろいろなものが，たくさんおい

てありました。

あれをそろえるのにたくさんお金がかかっただろう

と思いました。

わたしは，ヨットにのってとてもたのしかったです。

またのれるきかいがあったらのせてもらいたいです。
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4年大場祐彦

7月23日(木)に，ヨット体験乗艇がありました。奥

谷の班は,小人16名,大人5名,合計21名参加しました。

シンドバッド号は，女ばかりが8名，ミノ号は女1

名,男7名で8名,ヘリオス号は,男2名,女3名で5名，
というふうにわかれました。

ぼくたちは，ミノ号でした。男の人が3人乗ってい

ました。中にはタコメーターやスピードメーター，ぼ

くたちのわからないものが，いっぱいありました。

ジブシートやティラーもありました｡曲がる時,すご

くかたむいて，朋英君が，おちそうでした。ぼくたち

のヨットは，答志付近でほを上げました。答志をすぎ

るとUターンをしました。

すると急にぼくたちのほうへ，かた向いてきました。

ぼくは，おちるかなあと心配しました。帰りは，風が

あったので，早くなりました。ぼくたちは，すごくす

ずしかった。でも坂手付近へいくと，ほをさげてエン

ジンでした。

ぼくは，ヨットにはエンジンがついていなくてもほ

だけですすむのかなあと思いました。

ヨットをおりたぼくは「さようなら。レースではが

んばってね」といいました。おじさんたちも「また来

年あおうね」といいました。

ミノ号は，何位にはいったかなあと考えました。

＝竺

×

そよ風のヨット日和に恵まれた7月23日，子供会員

87人，海洋少年団員17人，観光協会その他21人の計125

人がすばらしい自然とふれあう体験乗艇させていただ

き，ありがとうございました。

鳥羽の子ども達は，海が近くにありながら，安全等

の規制で，海が手にとどかなくなってしまっていると

いった一面があり，海のすばらしさ，偉大さを，今回

のヨット体験で教えていただいたような気がします。

係の皆様の海の男ぶりも，子ども達をとりこにした

のかもしれませんが，貴重な一日をプレゼントいただ

き重ねてお礼申し上げます。

<ビンドセブン>･<マリシテン>･<月光>･<光>･<竜王>･<マウ

プティ>･<タキオン>･<朝鳥>･<シンドバット>･<美濃>･<ヘリ

オス>･<アドニス>･<ナルミ>･<ナチ>･<飛鳥>･<かず〉の16艇

のみなさんにもよろしくお伝え下さい。

昭和56年7月23日

鳥羽市子ども会育成者連絡協議会

会長中世古光正

へ

中村明美

わたしは，23日の木曜日の日にのせてもらいました。

ヨットにのるまえに，服の上に，オレンジ色の海へお

ちてもうかぶものをきました。そのときとてもはずか

しくていやなかんじだったけど，ヨットにのっている

ときは，やっぱりこれをきておかなければいけないと

思うときがありました。

そして，ヨットにのうていた人は，みんなやさしい

人ばかりで，顔はくろく日やけしていました。この顔

『
嫡
警
‐
も
壷
Ｐ

。
Ａ
Ｃ
ザ

ア
９
Ａ
噸
１

噌織&｡＆
~…

名
〆

堤
ト L‐

、

、

、



型里

二巳

昭和56年9月15日第77号 ○FFSHORE 昭和52年7月21日第三種郵便物認可

太平洋シングルハンドレース優勝艇

<太陽〉
のすべて

沢地ヨットデザイン事務所

盤

1

沢 地繁
_皇心＝,ゞ蜜鋸驚一堂＝r琴，‐‐寺 壁烏

DESIGNNo.49(377フイートスループ）は、太平洋

横断シングルハンドレースだけを考えて設;|-された、

スペシャリストのためのボートである。

没I汁に際して、今田福成氏から出された主な要求は、

頑丈な艇体、美しい船であること、そしてもちろんレ

ースに勝てることの3点であった。彼は「美しい船は

速い./」と信じている頑固な乗り手の一人である。グ

ランプリレーサーに定評がある㈱チタによって、入念

に仕上げられたく太陽〉が、果たして美しく兇えるか

どうかは各人の好みによるだろう。

〈太陽>の基本的な計画は、太平洋をレベルレーサー

で横断しようというアイデアからスタートしている。

船体に関しては、IORルールの下で不利をこうむら

ないように、意識的にIORレーサーの船型を採用し

た。しかしデッキ艤装、リグ等に関しては、シングル

ハンダーとしての効率を追求した結果、レベルレーサ

ーに似たものになっていったというのが本当のところ

である。

シングルハンドレースに適したリグの選択は、なか

なかむずかしい。ツインステイスル中心に考えたマス

トヘッドスループか、ミデイアムリグにしてフォアセ

ールの扱いやすさを狙うか、IORレーサーとしての効

率と、長丁場での体力の温存との妥協点をと．こに見出

すか。これがレースでなければ、あるいはIORルール

によらないレースなら、はじめからスピンネーカーな

ど無視して、マストヘッドリグ、ツインステイスルで

計画することも可能だろう。船内には体力と気力維持

の為に、それぞれ三個のストーブと大きなボトルロッ

カーが必要かもしれない。これも乗り手によっては最

良の船であるといえる。しかしIOR28フィートのわく

内で行なわれるこのレースの場合、このような船に、

果たして勝目があるだろうか。

結局、今回は長期間にわたって細心のセーリングを

持続できるという、今田氏の非凡な能力を前提に、航

程の4割を予想されるアビームの風に合わせた大きめ

のメインと、可能な限り長い時間張り続ける為の、小

(11)

今田福成氏のく太陽>艇撮影：西村一広提供：舵社

さなスピンを持つミディアムリグが最適であると判断

した。

結果的には、〈太陽>の他、<RAY>、<TIDA>、<CH

ARLE>の上位を狙い得る4艇が、1日l様な判断による

ものか、すべてミデイアムリグのIORレーサーとなっ

てしまい、この選択にはっきりした結論が得られなか

ったのが残念である。

レースゴースの選定には、コンピューターによる解

析が積極的に取り入れられた。神戸大学システムエ学

科によって開発されたこのシミュレーションシステム

は、気象、海象のデータ、各艇の性能曲線等をインプ

ットすることにより、レースの最適コース、所要時間、

レース結果等の予測ができる興味深いもので、さらに

発展させれば、来年行なわれるシングルハンド世界一

周レース等にも使用が可能であろうc

今年の気象予測データに加えて、過去5年間の気象

データもインプットされたが、1978年の最適コースは、

北緯46.まで上る北回りコースとなり、大圏コースが決

して非現実的なコースではないことが確かめられた。

問題の1981年の気象パターンは、㈱気象海洋コンサル

タントの馬場邦彦氏の予想によるもので、シミュレー

ションの結果く太陽〉のとるべきコースは、南回りの

貿易風帯コースと決まった。コンピューターの指示し

たコースは、貿易風帯の真中近くを通る常識的なコー

スより若干高緯度を走るもので、艇速はあまり出ない

が比較的短かい趾離を走ることになる。もしいくつか

の異なったタイプのモデルデザインを、このシミュレ

ーションコース上で走らせてみることができれば、こ

のレースに合った最適の船型．リグを探ることができ

る。しかし実際には、基本設計の段階ではプログラム

が完成しておらず、常識的な南回りコースに合わせて

設計したく太陽〉の場合には、最適スピードパターン

にいくらかの狂いを生じてしまった。

設計前の時点でシミュレーション結果が得られてい

たら、さらに良い記録を望めただろう。

予想される風速は、5～17ノットとかなりバラエテ
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イーに富んでいる。また、風向も真追手からクローズ

ホールドまであり、船の性格としてはある程度オール

ラウンドな性能を要求される。基本船型には、保針性

の良い軽排水量サーフィング船型を用い、短かめの水

線長と、長いオーバーハングを組み合わせて、適応ス

ピード範囲を広くとることにした。低速時の浸水面積

は、前回の優勝艇である超軽量艇くウイングオブヤマ

ハ〉よりさらに小さく、高速時にはバウのナックルと

スターンオーハーハングが水に着いて、水線長をドラ

スティックに伸ばし、ハルスピードを上昇させる。実

際のレースでも、まったくの無風状態から、20ノット

のサーフイングまで、実に様々のコンディションに見

舞われたようである。

船体構造には、カーボンとケブラーのハイブリッド

構造を採用した。15mm厚のアクリルフォームの両面に、

約4mm厚の外皮をエポキシ積層した。この構造はきわ

めて強固なもので、計画段階で考えていたチタンバイ

プのトラス構造も不必要となった。船内には2本のロ

ンジガーダーと4本のウェブフレームがあるだけだが、

完成艇の剛性は通常のFRP構造の約2倍にも達して

いる。

コックピットは中で寝ることができるように、とい

う今田氏の注文で、シングルハンダーとしてはかなり

広くとっている。ライフラフトロッカー等は、進水後

に今田氏の体に合わせて配置がなされた。ジブシート

リーダーは、フリーの多い海況に合わせてインアウト

を重視し、横置きとしている。もちろんアッブダウン

共に、シートを足で踏んづけたりする必要もなく、片

手で自由に調整が可能である。シングルハンド用にウ

インチはすべてセルフテイリングとし、ハウとナビゲ

ーション．ルームのハッチは外からも開けしめできる

構造とした。トランサムはオープンにしたので、荒天

時に流入した海水はすばやくぬけ、また、ウインドベ

ーンに近づくのも容易で安全である。トランサム両舷

には、シャープ製の太陽電池が据え付けてある。荒天

時以外はきわめて有効に働いたとのことである。

戦闘的なコックピットに合わせて、内装もアルミ合

金のパイプフレームとキャンバスを主体にしてハイテ

ックにまとめた。ゴックピット両舷にはキヤンバスバ

ース、その間は大きめのナビケーション・エリアとな

り、ゴンパニオンウェイ・ステップ、ナビゲーション・

シート兼用のエンジンボックスが、そのすぐ前方に

ある。このエンジンボックスはケブラー製で、軽量で

ある上に振動減衰性が非常に良い。ハースの前方には、

むき出しのヘッドとギャレイ、燃料はプロパンボンベ

をコックピットに積んでいる。その外側には、水タン

クが両舷にあり、タンク上部に置いたバスケットと舷

側部の網棚、およびセールビン前面のキャンバスポケ

ットが主な物入れスペースとなる。マスト後部の通常

ならセツティーハースになる部分は、この船ではすべ

てセールビンとなって、マストの前はまったくのがら

(12)

んと・うである。

現在グランプリレーサーと呼ばれる船のほとんどは、

スケグ無しのスペードラダーを装備している。このレ

ースでもかなりの艇がスペードラダーを使って、何の

トラブルもなく太平洋を渡ってきた。トランスパック

で常に良い成績を上げていたCAL40もまたスペード

ラダー艇である。スペードラダーにトラブルが多いの

は、軽量化を求めるあまりの安全率の過少、工作の不

適当等によるもので、適切に作られたスペードラダー

にはまったく不安はないように思われる。しかしく太

陽〉では保針性を増す為、ハーフスケグ付のセミバラ

ンスドラダーを使った。ハーフスケグで保持されたラ

ダーシャフトは、スペードラダーに比べ、最大ベンデ

ィングモーメントがかなり減るので、細いシャフトを

使うことができ、シャフト重量もティラーの動きも軽

くなる。シャフトの材質には、たぶんl1本のヨットで

は初めてのチタン合金を使用した。チタン合金は、軽

壁で海水、疲労に強く、カーボンに比べると衝撃強度

が格段に優れている。フルスケグを使わなかったのは、

スケグによってラダーの効率が落ちるのを避ける為以

外に、センターボーダーであるという特殊性もある。

もしセンターボードを上げた状態で座礁すると、フル

スケグの場合には、スケグド端の舵金具を損傷し、重

大なトラブルを引き起こすおそれがある。舵金具が中

央部にあるハーフスケグなら、こういう心配はない。

さらにこの船では、ラダー1<部の強度を若干落とし

ているので、座礁時にはこの部分がショックアブ､ノーハ

ーとして働く。これに関しては心ならずも設計者自身

のクォーター|､ナーで、神子元島を刺|手にテスト済み

である。最悪の場合にはラダー下部を半分失っても、

上半部およびシャフトに影響をほとんどおよばさない

ので、皷低限のコントロールは確保できる。バラスト

内に格納で､きるセンターボードは、この船の特長の一

つであったが、バラストキールの厚みがレーティング

ルールの基準に達せず、大きなペナルティーをくうこ

とになってしまった。結局、センターボードはレーテ

イング28フィートに納める為、レースコンディション

に合わせて20cm引き_上げた状態で固定して出場したが、

センターボードの機構自体は、チタの努力によって非

常にスムーズに作動していただけに残念である。この

構造は比較的単純で、船内には一本のパイプが出るだ

けなので、浅い泊地に悩むクルージングボート等に使

っても有効だと思われる。

1年半にわたって、多くの人を巻き込んだこのプロ

ジェクトは、材料、構造、船型解析や気象解析等につ

いて種々の貴重な資料を提供してくれた。レースの計

画段階から、優勝までの一部始終は、8月19HにNHK

テレビで放送された。

〈太陽>は当事務所にとって初めての本格的な純レー

サーであり、今田氏とそのグループによって大きな成

果を上げられたことを心から喜んでいる。

へ

へ
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198110Rレーテイング証書

技術委員長渡辺修治

1）お詫び

今年,NORCが発行した,1981年度のIORレー

ティング証書の中に，若干の誤りのあるものを発見し

ました。

原因はまだはっきりとわかりませんが，至急調査し

て，レーティング証書を再発行いたします。

今年は，122隻のIORレーティング証書が発行さ

れましたが，幸い，レーティング（呪）の数値が間違

っていたものは，あまり多くはありませんでした。し

かし,Format(書証の型式）に少しおかしい所があり，

世界共通の外洋ヨットの手形としては不具合なので，

全面的に再発行することにいたします。

第1表は､<AMAGIU>のレーティング証書です｡左

下のDLF,CGF,CBFには，それぞれMarkm

AのDLFA,CGFA,CBFAの値が入っていますが，

ここにはDLF,CGF,CBFのR用の数値を入れ，

MarkmAによるRA用の数値は，右下の場所に移さな

ければなりません。

また，左下のEXPIREの日付が,31,12,82となっ

ていますが,IORレーティングの有効期間は1年で

すから，81でなければなりません。

第2表は,Divlの<CYGNUS>,Div2のく天城

n>,Div3のく青海波>,JORの<DANDELION>
のMarkmAレーティングを手計算で出したものです。
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艇共,HULLDATEは,80でも,81でもレーテイング
は変わらないということです｡(ただし<DANDELI

ON>のようにYが長い場合には,80年と81年では取

り扱いが違うので,Yゴレクテッドが大きく違います｡）

IORレーテイング責任者として，皆様に御迷惑を

おかけしたことを深くお詫び申し上げます。

KCYGNUS>のレーティングは，発行済の証書では

23.3呪となっていますが，手計算では21.9吠になりま

す。DivlのヨットのSCAは,SHRが15.5以下の

場合,SCFAが1以下となるので，その比率でSC

→SCAと小さくなる筈です。

〈天城Ⅱ〉のレーテイングは,24.1沢が,24.2呪に

上がりましたが，発行済の証書で,CGF(A)が，

0.9747となっていますが，手計算では0.9762となる為

です。

新しいDiv3のく青海波>や，新しいJORの<DA

NDELION>では，発行済証書のレーティング(沢）

は，手計算の数値と変わりません。

ただ，注目していただきたいのは，この両艇共，

MarkmAによるレーティングRAが,Rより高いの

で，今年のルールでは低いRを使います。つまり，両

2)IORMarkmAの改正(1981)

昨年まで,MarkmAレーティングRAは,HULL

DATE(進水の日，または最初の傾斜試験の日)が,1975

年12月以前のヨットに限って与えられていましたが，
1981年1月1日からは，1980年12月以前のすべてのヨ

ットが，改正されたMarkmAでカバーされることに

なりました。

夕里

表2

SAILNo.

YACHT

l521

CYGNOS

l383

AMAGIn

2460

SEIKAIHA

1909

DANDELION

HULLDATE

DIVISION

２
１
■
２７９１ 1980.12

JOR

1973.8

2

1980.3

3

L

B

D

MDIA

SC

DC

FC

BDR

DLF

TR

CGF

EPF

8.6875

3.284

1.0688

0.250

7.163

0.0268

-0.0327

1.023

1.0077

34.1892

0.968

0．9747

1.0231

1.0668→1．0

0.968

6.8705

1.0

7.163

7.9225

7.8090

7.9776

7.9834

7.5269

8.7786

3.247

1．0145

0.233

7.1278

0.0371

-0.0244

1.037

1.0178

30.4835

0.9743

0.9795

8．7164

3.058

1.329

0.380

7．2883

-0.0127

-0．0180

1.0

1．0

31．461

0.9712

0.9768

8．5153

3.145

1.1958

0．317

7．5421

-0.0129

-0．0209

1．0

1.0

28．6761

0.9810

0.9747へ

臥
配
恥
一
岨
弘
Ａ
１
２
Ｒ
Ａ
Ａ

Ｌ
Ｇ
Ｇ
ｌ
Ｓ
Ｃ
Ｃ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｒ
Ｒ
Ｒ

Ｄ
Ｃ
Ｃ
価
Ｓ
Ｓ
Ｍ

0．98

0.9671

0.9571

6.9756

7.4951

7.2502

7.4644

7.0751

7．0812

1.0379

1.1300→1.0

0.9743

6.950

1.0

7．1278

8．1021

7.9820

8.2591

8.2977

7.882

1．0

0．6297

0．9762

1．0

7．5421

7．9424

7．7727

7.9086

7．7389

7．5620

6.684 7．3636 7.5324 7.9187

RA(FT)

発行済みのRA(FT)

ノ
ノ
９
３
Ｌ
ａ
２
２

24．2′

24．1′

ノ
ノ
７
７
争
●

４
４
２
２

ノ
ノ
９
９
■

５
５
２
２
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IOR以前に設計された重いクルーザー／レーサー

と，最新式の軽いフラットアウトレーサーが一緒にレ

ースができるようにするのが，そのねらいです。

昨年11月のORCで決まった，この新しいルールは，

既に､､Offshore'′に発表いたしましたが，これを機会

に説明をいたします。

第3表をごらん下さい。

DLF(DisplacementLengthFactor)は，軽いヨ

ットに対する税金です｡DLF,DLFAはBDR(Base

DisplacementRatio)から計算されますが,BDRは，

排水量／長さ比に関連する数値で,BDRが1以下の

重いヨットは,DLFの税金はありませんが,BD

Rが1以上になると，税金のDLF,DLFAは，加

速度的に増加します(BDRの値は1がmin)｡BDR

とDLF,DLFAの関係はFIG1をごらん下さい。

DLFも,DLFAも,l.0以下にとることはあり

ません。しかし,Divlだけ,DLFAは0.98と固定

ですから大変な優遇です。Div2でも公式で見る通り，

軽いヨットではかなり助かります。しかし新しいDiv

3ではFIG1で見るように,DLFAはDLFより大

きく,DLFA/DLFの比はヨットが軽いほど大き

くなります。

表3 IORMarkmA(1981.1.1)

DIVISION 1 2 ３
へ

HULL

DATE
12/1972及び以前 l/1973～12/1975 1/1975～12/1980

DLFA

=1.0+5.7(BDR-0.98)L75

但し1.0より小さい値はとら

ない。

1.DLF DLFA=0.98 DLFA=0．5(1.0+DLF)

0.375B
CGFC

但し、

-0.5
CGF+0.963 ､~～÷､-CMDI+MDI+OMDIu･v

但し、l.0より大きく，また0.5より小さい値はとらない。
CGFA=CGFC(CGF-0.968)+0.968

2.CGF CGFA
2．0

的
０
０
１

Ａ
Ａ
Ｆ
Ｆ
Ｂ
Ｂ
Ｃ
Ｃ

ら
』
ら

な
な
０
０
１
１

く
ｚ
－

Ｆ
Ｆ
Ｂ
Ｂ
Ｃ
Ｃ3.CBF CBFA=CBF

SHR>15.5なら

SCFA=SCF

SHR≦15.5なら

SCFA

＝1.0＋0.024(SHR-15.5)

SCFA=SCF MSAR

=0.5(PC×EC+IC×JC)
SHRA=

4.SCF

卿'M百x頁俘'論詰）
L

30.48

SCFA

=1.0+0.04(SHRA-15.5)

但し1．0より小さくとらない。

へ

lSCA=SA×SCFA(ルール1107のヨット）

『、画〃.0．13L×SCA,ヘヘーT‘へへ．
2Ml= +0.25L+0.2SCA

厄ﾇｰ丁

／

3M2=SCA(
、

0.0777SCA ｆ
、
0．0659L

、

+0'738ノ
、

+02216)+L
ノJ百~ﾇー面WB×D'。.~…ノ'-W/ZXB×MDIA'v.…｡ノ

4MRA=[(M1またはM2の小さい方)+DC+FC]×DLFA

5RA=MRA×EPF×MAF×SMF×LRP×CGFA×CBFA

但し,RAはRより大きくとることと,0.85Rより小さくとることはできない。

(18)
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FIG1

1.10

1.09

a里

1.08

1.07

1.06

1．05

1.04

－

1．03

1.02

1．01

1．005

1.011.02
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尋

＄

DLE少里

軽排水量
一

1.031.041.051.061.071.08

BRD

(19)
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MRAの計算には,MlとM2の小さい方を使います

が,M2の方が小さいのが普通です。M1/M2の比

は，古い設計は大きく，新しいヨットが1に近い。

MRA=(M2+DC+FC)×DLFA

MR=(M1+DC+FC)×DLF

ですから,DLFA/DLFと,M1/M2のかね合いで，

RAがRより小さくなったり，大きくなったりします。

第2表で見る通り，古い設計の<CYGNUS>,<天城

Ⅱ〉は,R>RAで，小さい方のRAを用いますが，

新らしいく青海波〉や<DANDELION>は,R<R

Aとなりますので,｢RAはRより大きくとること，

0..85Rより小さくとることはできない｡｣のルールに従

って,RA=Rとなります。

CGFAも,Divlのヨットは優遇されます。バラス

トの効いた，水線幅のフルなヨットは,Fastnetレー

スの反省による昨年のCGFルールの改正に，今度の

MarkmAの改正が加わって,CGFAはうんと下がりま

す｡<CYGNUS>のCGFAは,Div2,3のmin,CGF

0.968を割った,0.9671になりました。

Div2,3のCGFAは，中央断面の幅に対する没水

部の深さを表わすCGFCから導き出されます。〈天城

Ⅱ〉ではCGFCが1以下なので,CGFAはCGFより

小さくなりますが,<青海波〉のように最近の幅に比べ

て浅いヨットではCGFCは1,つまりCGFA=CGF

となります。CGFA/CGFの比は,<CYGNUS>は0.995

<天城Ⅱ>が0.996ですが，〈青海波>,<DANDELION>

では1.0です。

一一

一

夢 堅

8月8日第2オーシヤン・トライアングル

100ポイント

8月10日モロカイ・レース200ポイント

8月12日第3オーシャン・トライアングル

100ポイント

8月15日アラウンド・ザ・ステート

300ポイント

エントリーフィー

US$500の予定

参加チーム

－カ国3チームまでとする。個々のエントリーに関

しては今のところ制限なし。(1981.4.11発信文）

問い合わせ先

WAIKIKIYACHTCLUB

1599ALAMOANAHONOLULUHAWAII96814

TELPHONE:9554405(CLUBHOUSE)

9497141(OFFICE)

COMMODOREKENMORRISON

●海外レース案内

◎サザン・クロス・カップ・シリーズ

1981年12月18日～26日まで，オーストラリアにて開催

されます。

第1レース:12月18日12時スタート

オフショアー・トライアングル30マイル

第2レース:12月19日12時スタート

オフショアー・トライアングル30マイル

第3レース：12月21日12時スタート

オーシャン・レース180マイル

第4レース:12月26日13時スタート

シドニー・ホバート・レース630マイル

問い合わせ先：

CRUISINGYACHTCLUBOFAUSTRALIA

NEWBEACHROADDARLINGPOINT

N.S・WAUSTRALIA2027

TELPHONE:02329731

TEI,FXNO.:72278

一

1982年クリッパー・カップ・シリーズが，マキシー

ボート（インターナショナル・クラスAヨッティン

グ・アソシエーション）の上半期のチャンピオンシッ

プにしようという話があります。これが実現しますと

次のような太平洋サーキットレースが可能となります。

1．サザン・クロス・カップ・シリーズ

1981年12月18日～26日

2．ホンコン・マニラ・レース（チャイナシー・レー

ス）

1982年3月～4月

3．沖縄・東京レース1982年4月～5月

4．東京・ホノルル・レース1982年6月～7月？

5．クリッパー・カップ・シリーズ

1982年8月7日～8月15日

以上のように5大レースを組み合わせることにより，

太平洋選手権も可能なものとなります。

なお，サザン・クロス・カップ・シリーズに出場希

望艇はNORCに9月20日までにご連絡下さい。

◎1982年クリッパー・カップの案内

ワイキキ・ヨット・クラブ会長ケン・モリソン

レーティング

1982年のシリーズは,IOR26.0ft～70.0ftまでの

ヨットとする。

コース変更について

オアフー周レースの代わりに，約100マイルのモロ

カイのノース・ショア沿いのレースを行なう。

シリーズの予定とポイント

8月7日第1オーシャン・トライアングル

100ポイント

(20）



＝_

アー

昭和56年9月15日第77号 OFFSHORE 昭和52年7月21日第三種郵便物認可

東京湾フレンドカップシリーズ

木更津船頭考または東京湾

帆掛け船大帆走大会考

ドルフインクルージングクラフ

<cRANEn>オーナー 佐久間義徳

江戸時代、木更津と江戸の間を往復していた木更津

船、これが世に言う五大力船で、米俵300俵から400俵

を積んで走ったと言う。乗員は3人～4人で、木更津

～江戸間を15時間前後で走破していたようである。木

更津船頭に木更津・江戸間の航行権が与えられたのは、

慶長19年大坂冬の陣に徳川方、向井将監忠勝配~ドの水

軍として参戦し、多数の戦死者を出したことにより、

木更津船頭はその後幕府の手厚い保護を受けることが

出来たからである。

戦国時代には、木更津と本牧の間に定期航路も開け

ていたようで、東京湾の潮回りが外洋から本牧へ突き

当たり、そこから木更津北部の椰辺へ寄せる潮の流れ

を利用した航路をしていたようである。
うえさ『2丁

そんな一衣帯水の木更津、江戸、本牧、の帆掛け船

が集まって、今年から東京湾帆掛け船大帆走大会、名

づけて「東京湾フレンドカップレース」なるものが始

まった。

第一回大会を木更津船頭集団（ドルフィン・クルー

ジング・クラブ）の面々が段取りし、浮島回航レース

溌蕊軍
ｰ

判

:認

鶏慰鐸#；

スタート前のミーティング

（21）

ということになった。

現在の幕府（保安庁）は帆掛け船船頭集団に対して、

涙ぐましいほど手薄い保護（手厚い保護の反対語と解

釈していただきたい）をしており、35杯からの帆掛け

船が、あの有名なラッシュ航路、浦賀水道航路ぞいに

南ド、北上することを一種の恐怖と感じたようである。

たしかに彼らにして見れば、これはエグソシスト、エ

レファントマンと同じ、その他の何物でもないのかも

しれないが、ここで諦めては大坂冬の陣で戦死した、

我ら木更津船頭の大先輩に顔向けが出来ずと、日参し

て三拝九拝の末、木更津保安署々長、谷水長生氏の男

気で、浦賀水道航路ぞぃにパワー・ボートを警戒艇と

して配置することで接点を見つけ、やっとGOサイン

が出た。

「Offshore」御愛読の皆様には、御記憶の方もおら

れると思うが、NORCでの第一回打ち合わせ会のお

り、言い出しっぺの一人、歌田氏が外国の例を上げ、

あちやらの帆前船には市民権がある。それは、漁師が

海から帰ると帆掛け船をあやつる、本船に乗るセーラ

が仕事の合間にやはり帆掛け船に乗る、海軍の軍人も

しかり、そんな訳で、海の上では帆掛け船に市民権が

あるのだそうな。軍艦も回頭して、帆前船をよけると

のこと（それが良い、悪いは別にして)。

しかし、我が海洋国日本ではどういう訳か、陸上で

はH照権だカラオケ公害だと言うくせに、海の上では

からきしいくじがない帆掛け船船頭集団である。

彼ら（保安署員）と話をしていて感じたことである

が、事故が起きると、あのレースは、我々保安庁では

中止勧告をしたにもかかわらず続行して死亡事故を引

鱈1

ベタ凪のスタート
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き起こした（実は中止になっており回航中の事故であ

ったが）というような、実にたあいもない（帆前船集

団にしてみれば）事故例を上げ、だから帆掛け船はだ

めだと言う。実に単純な理論で押して来る。

これで良いのか.ﾉ海洋国||本…“･・

木更津帆掛け船船頭集団では、4）|、511，6月と、

3胆1の予選を戦って来ており、k位3艇がこのレース

の代表艇ということになった。我が愛艇<cRANEm>

も、おじゃま虫として参jllさせてもらえることになっ

た。

この來求湾フレンドカップが10年、20年と続き、次

の世代に送っていくことが出来たら、きっとその時、

我が帆掛け船船頭集団にもilj氏権が出来てくると思う

のだが……。

レース報告

大島博ドルブインクルージングクラフ

朝0500、眠いHをこすりながらも31隻の一大-フリー

トがスタート。NE2～3m/secの中、全艇一路浮島

へ向けスビネーカーを上げる。毎年のことだが午前中

は北の微風、午後は南の順風となるので、午前中のベ

タの中を如何にして潮を計算しながらMIi離を伸ばすか

が勝負のカギとなる。

ダッシュー瀞は地元のくクレインⅢ〉がうまく風をひ

二畠

浮島回航レース成績表

スタート5:00タイムリミット17:001981/7/19

代
衣
艇

セール

No．
総合順位名 所要I1,fIHI 修正時間

八
、

〃
胤
川 艇 極 着||頂フリートECFR(ft)

○
○
○

津

一
に
、

ｒ
Ｊ
／

ｑ
１
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〃
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〃
〃
〃
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〃
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〃
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〃
〃
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ろい先行する。続いてやはり地元のくサンゴ〉そして

横浜の大型艇くエクスプローラー>･他はダンゴ状態で

先行艇を追う展開となった。

スタートして3時間後、先行艇が富津岬をかわすこ

ろから風がSWに振れ、風速も5～6m/secの順風と

なる。ここから浮島まではクロースホールド。しかし

レース規則で浦賀航路に入った艇は失格となるので、

なかなか沖寄りのコースが取れない。しかも視界がき

わめて悪いので、ほとんとの艇が竹岡沖の岸寄りにつ

っ込み、そこからタックタックで浮島へと南下する。

（実は岸寄りの方が沖コースより早いのです。だから

視界がよくても木更津フリートは岸寄りのコースのは

ずでした。）

1300､<エクスプローラー〉がトップで浮島回航、7

分遅れでくクレインⅢ〉､その後30分くらいしてくドンキ

-F>、〈サンダークラップ>、〈サンゴ〉等が次々と回

航を終え、スビネーカーで北|竜する。帰りのレグでは

今胆I優勝のくノースウインド〉が良い走りをみせ、大

きい艇を堂々と押え、着順でも4着に入った。他では

木更津で飛ぶ烏をおとす勢い(I'|分で言っているのだ

が..….）のくサンゴ〉が決して今では速くないY-25I

を上手に走らせ、総合2位に入ったのは立派だった。

しかし夏場のあまり風のない時期に45Mを12時間以

内で走るのは、小型艇ではかなりむずかしく、タイム

リミット内に入ったのはわずかに11隻のみで、他はタ

イムオーバーとなり、大変残念でした。

艇別の成績は浦安より参加のくノースウインド〉が

さらい、2，3位には地元の代表艇であるくサンゴ>、

〈クレインⅢ〉が入った。また、フリート対抗別では、

木更津、浦安、横浜となり、地元木更津が面目を保っ

たというところでした。

次1n1は浦安主催、その次は横浜主催と続きますが、

木更津フリートとしては、次も、次の次も、カップを

いただきたいと思います。

イトゼノアにチェンジして、ヒールを付けて忍の一字（

ガスっているのでわからぬが、先行艇をゴボウ抜き!？

第2海塗をかわす時、潮の強さに驚いて、思わず締め

た膳下丹田。セイルチェンジは頻繁に、浮島目指すも

チャートが頼り。未だ見えぬに、早、先行艇はスピン

展開ユウユウと｡“コリャアカン”と浮島回航真剣に。

タイムリミット1700、「スピンを揚げろ、ハリアッ

ブ./」腰巻きシューターを巻きつけて、木更津目指し

一目散。本船航路に入らぬよう、ワッチしっかり、ト

リムすっきり、いい線いったと思いはしたが、後は発

表を待つばかり。肺ってハツと気がつけば、腹に入れ

たは水分のみ、腹ごしらえもそこそこに、結果を眺め

て思わずニヤリ･･…｡。

U氏の顔を思い浮べながらカップを戴き、背中の重

荷を一先ず木更津の海へドボン。次回浦安レースの重

荷を考えながら筆を置きたいと思う。

最後に主催者の方々には大変御世話になりました。

この場にて深く感謝致したいと思います。

へ

のんびり行こうよ風もない

沖出しコースで海塗を目指す

ライトゼノアにフルメイン

タックタックの風道捜し

早く見たいな浮島を

Ｎ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ｈ

W我等木更津初見参

Iイヤな風雨に逢わずに済んで

Nナーントカリミット受けずにゴール

，ドウにか戴き優勝カップ

蕊＞； I

プレジャーボート等の

小型船舶の標準化について
（
）

"浮島レース"雑感
鄙

1．事業の概要について

プレジャーボート等の小型船舶に関する標準化の調

査･･･…プレジャーボート，ヨット等の艤装品のISO規

格に対応する標準化を推進するために必要な調査を実

施する。

(1)調査内容

プレジャーボート，ヨットの艤装品等に関する国内

外資料の収集および使用実態調査を行なう。

2．調査方針について

(1標準化の重点について

用語の統一，互換性，品質向上，種類の減少，コス

トの低減その他消費者，メーカーのメリット追求等

(2)対象とする船舶について

野津明<ノースウィンド〉

オーナーの一人U氏いわく、「私は艇に乗りません」

「顔も口も出しません｣｢私の希望はただ一つ、カップ

に触れれば良いのです｣。

冷たくも恐ろしいU氏の言葉を背に、私以下乗員5

名にて浮島レースに臨みました。

前夜祭ではアルコール過変調、目の前がガスってい

るのはそのせいか。ボケ気味ながら定刻スタート。ス

ピン展開にトラぶって、ラスト集団進行中。どうして

ここだけ凪がない、トップは岸寄りをスイスイと。ラ

(23）
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(a)ヨット（エンジン付を含む）

①外洋帆走ヨット（船検対象ヨット）

②小型ヨット(JCI標準適合検査対象ヨット）

(b)エンジン付ボート類等

①モーターボート

②遊漁船

③客船

④貨物運搬船

⑤作業船

⑥ゴムボート

⑦推進機関付サーフライダー

(c)エンジンなしボート類等

①被曳客船

二 NORC協会ニュース

第79回理事会

（社)日本外洋帆走協会の第79回理事会が次のとおり

開催されました。

1．日時昭和56年7月23日（木)1500～1720

2．場所御木本真珠島迎賓館（鳥羽市鳥羽1-7-1）

3．出席者26名

く理事〉18名

石原慎太郎，大儀見薫清水栄太郎，小林和太郎，

武市俊，篠原要，鳥山睦郎，山崎達光(代石合)，横山

晃，渡辺修治，塩川孝二，都築勝利，大矢隆，加藤蔵

男，小林義彦，秋山福夫，三井祥功，岩田行史

く委任状提出者〉8名

秋田博正，平松栄一，貴伝名一良，野本謙作，大原

敦，加藤武，岩田禎夫，石井正行

く監理〉1名平野喜美夫

4．議題

第1号議案

昭和57年度予算案（日本船舶振興会事業補助金）に

ついて

第2号議案

「定款」および「組織および運営規程」の一部改正

について

(24）

②ろかぃ客船

③手こぎボート

④ペダルボート

3．委員構成（敬称略，順不同）

野本謙作（大阪大学教授）

荒井光雄(JCI検査部業務課長）

鈴木龍夫（日本舟艇工業会事務局次長）

歌田道教(NORC)

小林具（ヤマハボート事業本部設計主任）

第一回準備委員会の出席者（7月9日）

網本汁司（運輪省船舶局技術課補佐官）

萩野義治（日本船舶標準協会標準部長）

草野博（日本船舶標準協会国際部長）

第3号議案

新入会員の承認について

第4号議案

各委員会報告およびその他

5．議事概要

委任状を含め出席理事の数は26名で，第79回理事会

は成立する旨，事務局より報告があり，石原会長（代

行，清水専務理事）が議長となり，議事録署名人に武

市俊，篠原要の両理事を指名して議事が進められた。

6．議事

第1号議案

清水専務理事が議長代行となり，昭和57年度収支予

算案作成の経緯につき次のとおり説明がなされた。

前回の理事会の討議を踏まえ，確実に実行できるも

のを中心に総務，財務および専門委員長会議等を数回

重ねて審議してきたが，今年はたまたま予算作業中に

アドミラルズカップ参加に関連して，日本船舶振興会

笹川会長から，このレースへ参加のための事業補助に

つき，当協会石原会長宛に前向きの助言を戴いたこと

を考慮して纏めた結果，日本船舶振興会に対する事業

補助金の申請額が大きくなった，十分審議願いたい。

続いて烏山財務委員長から配布資料に基づき，予算

編成の基本方針，作業方針についての説明があった後，

特に船舶振興会に対する申請額に関して次のとおり説

明がなされた。

今年度の日本船舶振興会に対する補助金の申請は，

従来よりの申請レースに江ノ島・清水レース，八丈島

レースの2レースを加えたレースおよびレーティング

事業の外は，海事思想普及事業に集約して，先般行な

われた琵琶湖クルーザーフェスティバル，黒船カップ

レースに見られるように，会員以外の一般の方々をも

含めた公益法人「ライク」の活動を念頭に置きながら，

各支部における普及活動を助長する方針をとった。

へ

へ
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また，専務理事の説明にもあるとおり，57年度は笹

川，石原両会長の話し合いを踏まえて，今後は毎年海

外の代表的なレースへナショナルチームを派遣するた

めの費用を申請することにした。

なお，通信委員会から提出された三崎海岸局の局舎

新設のための費用も計上されており，総額,4150万7

千円の補助金を申請することとし，予算総額は，8958

万7百円となっている。

これに引続き，石原会長，大儀見副会長，清水專務

理事から英国ヒース氏よりのアドミラルズカップ・

レースへの招待に端を発し，笹川会長との話し合いに

致る経緯についての説明があったほか，次のような発

言があった。

1．57年度は取り敢えずパンナムレースを対象として

おるが，今後は何を対象とするのが相応しいか，十

分検討する必要がある。

2．派遣チームの選考に当たっては，確固たる基本

方針を定めて，厳正，公平に行ない，積極的に名乗

り出た艇以外をも考慮に入れながら，不平の生じな

いよう総務委員会を中心に検討したい。

3．申請額には派遣のための予選費用も含めており，

独立採算制としたい。

4．補助金は申請額の80％であるが，不足額の20%は

参加者よりの応分の参加費および寄付金により賄う

こととしたい。

5．海事思想普及事業については，地元に密着した公

益法人らしい活動を行ない，態勢の拡大を計っても

らいたい。なお，交付額80%の不足分は支部の負担

となるが，従来に比べ大きく前進することとなる。

6．関東では，関東海運局の主唱により「神奈川帆船

（ヨット）に親しむ会」が発足して，小中学生を対

象に海事思想普及活動をしておるが，地方において

も参考になると思う。

7.NORCとビッグボートクラブとは厳正に峻別すべ

きで，派遣するのはあくまでNORCである。

第2号議案

前理事会で提議された(社)日本外洋帆走協会の英語

名称NORCをNORAに変更する件については,定款の変

更事項であり,海運局と打ち合わせた結果内容が実質を

伴わないことにより，機会を見て改めて再考すること

になった。

また，組織運営規定第13条の年会費の中には，オフ

ショアの購読料が含まれているが，明文化されていな

いので，第三種郵便物の条件が厳しくなったこの機会

に明確にすることとなった。

第3号議案

昭和56年2月1日より7月10日までの新入会員は，

239名で，全会員数は3136名となった旨説明があり，

新入会員の入会は了承された。

また，会友艇から特別会員への切換えも次第に増加

しつつある現状より，当初の方針どおり今後も会友艇

(25）

の増強に力を入れたい旨の発言があった。

第4号議案

1．総務委員会

(1)｢NORCのしおり」の利用について

NORCへの入会からレースへの参加までの諸手続

きを解り易く纒めた「NORCのしおり」を作り，各

支部宛送付しますので会員の募集に活用願いたい。

(2)｢J-24クラス全日本選手権レース」の財団法人日

本ヨット協会との共催について

10月に行なわれる予定となっている「J-24クラス

全日本選手権レース」の案内状に社団法人日本外洋

帆走協会と財団法人日本ヨット協会が共催すること

となっておるが，当協会に対する正式な依頼が無い

まま，決定を見たことは手続上問題がある。

わが国では文部省所管の体協の一部として，財団

法人日本ヨット協会があり，一方，運輸省所管の社

団法人日本外洋帆走協会が併立しているという特殊

事情があり，組織としてはそれぞれ正式にIYRUな

らびにORCに所属している。

J-24は近く，クルーザーとしては初めて国際ワン

デザインクラスとしてIYRUに登録される予定との

ことだが，この辺の問題については，今後総務委員

会で十分検討することとして，会長にその取り扱い

を一任願いたい。

(3)会の収入増の方策について

①会報への広告の募集について地方においても尽

力願いたい。

②最近，町のファッションにマリンルックが氾濫

しているが,NORCとしても一連のクラブマーク

を利用した頒布物品の販売に力を入れたい。

2．東海支部

名古屋では，オリンピック誘致を考えて･おり，ヨッ

トハーバーの造成についても今後検討してゆく必要が

あるので，協力願いたい。

3．計測委員会

(1)最近JORが広く普及してきたが，これの適用に関

して規則の盲点を利用した，不都合な点が生じてき

た。接角安い費用で会員に楽しんでもらうべく発足

したJORが，悪用され心外である。現在調査中であ

り，近い内にオフショアにその結果を発表する予定

である。

(2)IORの精神を踏まえてこれを簡略化したのがJOR

と認識しておる。今回の解決方法では地域性を考慮

して,JORでは認め,IORでは認めないというのは

理解できないので，善処願いたい旨の発言があった。

4．関東支部

帆走委員長からの提議により，今年度は9月5日に

関東支部夏祭りを船の科学館で行なうが，これに併せ

て前期表彰式と安全フェスティバルを行なう予定であ

る。
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（駿・沼）壷(0545)34-1148

a(0559)32-2081(会）

大儀見薫〒100東京都千代田区一ツ橋1-1-1

（関東）リーダーズダイジェスト

き(03)284-4111(会）

相田栄一〒105東京都港区西新橋2-4-11中川ビル

日本情報企業

a(03)591-5862(会）

「Offshore」

関係者全国会議開かれる

さる8月8日(土),NORCにおいて,Offshore関係

者の全国会議が開かれた。これは，玄海支部の広報担

当者からの呼びかけによって開かれたもので，本部関

係者の他，玄海支部，東海支部，内海支部から各1名

ずつの出席があった。

会議ではOffshoreの基本的な編集方針の確認，各

支部の広報活動の報告が行なわれた。また特に，各支

部からの記事を充実させるため，支部に1名以上の本
誌担当者を設けて頂き，本部事務局または編集担当者

からの原稿依頼も，このOffshore担当者を通じて行

なう。また，各支部だより，レースレポート，クルー

ジング記録，その他の記事も，この担当者を中心にま

とめて本部事務局へ送槁を願う，という形が採択され

た。

さらに，年に1回，年度の始め頃，全国の担当者が

一同に会して,意見を交換する場を持つ,ということが

決定された。

また，席上，定期刊行物以外の広報活動についても

意見が出され，影像などを利用した広報システムも今

後検討されるべきだとし，全国Offshore会議に，広

報担当者も混じえた会議にしようという方向で意見の

同意を見た。

〈各支部へのお願い＞

その後，上記の通り担当者が決まりま

した。今後とも,0什shoreの誌面をより

充実したものにするため，ご協力をお願

いします。 。、

お知らせ 事務局

海上保安庁から特殊書誌新刊のお知らせがありましたc

番
可
寺
Ｊ

に
元
〃 683

書 名 昭和57年天測略暦

刊行年月 昭56－7

定価(円） 2200

小型船、漁船等の天測に必要な天体

の位置、その他の諸表を掲げたもの

索引26

記事

全国オフショア編集委員

堀田総八郎〒814福岡市西区交丘3丁目10-38

（玄海)a(092)863-9389(自）

S(092)721-1234(会)･九州朝日放送

有田一郎〒730広島市小町6-24

（西内海)S(0822)46-1200(自，会）

浮田尚子〒581八尾市東太子2-7-8

（内海)e(0729)22$127(自）

き(06)419-2531(会）第2試製課

三井祥功〒601京都市南区東九条北烏丸町25

（近・北)a(075)661-0325(自）

S(075)592-3225(会）

富川則之〒457名古屋市南区豊田町六の割第2南

（東海）陽ハイツ1004

a(052)692-6352(自）

大倉治雄〒426富士枝市与左衛門345-1

（駿・清)a(05463)5-2344(自）

S(0543)34-5151(会）

秋山泰広〒417富士市船津468

書誌900参照
へ
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2817嬉鬼KIKIHOL-37西ノ宮KYC11.48

×9.07×3.48×2.()67古屋進／艇名の由来：クルー

ジング艇の艇名は，マリンケヤーで，五世まで付けて

いましたが，レース艇は思いきって艇名変更しました。

由来は特別にナシ。／抱負：今までクルージング主体

で，今日までやってましたが，速い艇と，洗練された

仲間が集まって来てくれた以上，ワントンクラスでは，
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日本一を目指しやっていくつもりです。／クルー：ス

キッパー田中良三，山本，加藤太田，日高，家村，

その他5名｡/NORCへの要望：ナシ。

2929ARGONAUTTAKA1%T広島フリート

10.45×7.90×3.52×1.960山田元久／艇名の由来：

星座のギリシャ神話を参考にした。アルゴー船（速い

船）に乗った勇気ある冒険者という意味をもっている。

／抱負：できるだけ多くのレースに参加して腕をみが

きたい。／クルー：ヨット経験は少ないが海をこよな

く愛す7名｡公務員,会社員,自営業,無職学生等種々

雑多｡チームワークは一番｡/NORCへの要望：地方

のヨット界にもう少し力を入れてもらいたい。

2831聖龍(SEIRYU)Y-30-C四日市霞ハーバ

-8.97×7.20×3.23×1.75森田邦宏，森田澄夫，

佐藤了悦，中村長生，辻秀男，太田良治，伊藤博夫，

西村淳，峠浩治，川岸，吉田和敬（共同）／艇名の由

来：オーナー2名の子供2人の名前から，1文字づっ

取り，命名したもの。／抱負：艇の使用目的を限定せ

ず，ゴキブリ七一リング（ちょっと潮のニオイをかぎ

に出る)，クルージング，釣り，週末の別荘がわり，そ

して，各自の都合のゆるす限り各種レースに出場する

つもりである｡/クルー：大半がディンギーおよび小

型クルーザーにて，3～7年の経験をもち，休日は海

しか行く所がない連中の集まりで，艇の維持費より酒

代が高くつきます。/NORCへの要望：まだまだヨッ

トは海上に於いて全く邪魔者扱いであり，海の交通ル

ールもヨットに対しては無きに等しいありさま（何が

何ででも帆船優先を主張するわけではないが)｡今後と

もヨットを社会に理解していただき，市民権が得られ

るよう，会員各人と協力して一層活発に活動していき

たい。

2825SALAVOONホーランド賭沼津重須

9.14×7.54×3.12×1.75秋山欣徳／艇名の由来：ジ

ャズ歌手の名前ではない。ギリシャ語のサガボー(I

lOveyOu)が，サラ・ポーンとなった。

1184ベラージュスループ関西ヨットクラブ9．98

×8．25×2．82×1．78河合基至／艇名の由来：フラ

ンス語で美しい年齢とか青春時代といった意味。／抱

負：関西ヨットクラブ主催のレースを中心に，広くレ

ースに出場したい。勿論長期クルージングにも出たい

／クルー：原則としてクルーは社員。現在7名。

2951SomethingTAK26須磨7.90×6.70×2.80

×1.50岡田正弘，石津恒雄，大家健司，斎藤雅義，

斎藤賢治，北本和俊，難本哲敏，長谷妙子，森下一義，

竹中千雄，小池。

2899リバージュ木原％マリーナ雄琴8．99×

7.24×3.20×1.85横井一郎，横井憲二，広畑顕-/

艇名の由来：「リバージュ」とは某メーカーの香水に

まちがわれるが，決してマネをしたのではなく，こち

らの方がはやいのです。オーナークルー共々海が好き

で，夏が好きで。フランス語で「渚」という意味です。

／抱負：ハーフトンは2艇目です。今回はレースに頑

張ろうということで，木原さんの最新ハーフトンに

決めました。ワッツの戸叶大先生とのゴンビであれば

きっと走るであろう，と期待しています。ただし，乗

り手のほうは？／クルー：オーナーで平均年齢を上げ，

クルーが下げているグループ。でも平均年齢は25歳と，

若さを武器としています。松川・野原・田中。

2844Loosey-Goosey(ルージー・グーシイー)R.

ホランドQTon三崎マリーン別部尚司，野津明，

佐々木康孝（共同）／艇名の由来：全員クルーザー初

心者の為，まだ本調子でないという，米語スラングよ

り"Loosey-Goosey"(LooseataGoose)の艇名をもら

い，これから頑張るぞ！という気持をこめてこの名に

した。／

2962SELENE-Ⅲファ－11衣浦武豊11.0X

8.8×3．5×1．75篠崎文則／艇名の由来：ラテン語で

“月（お月さん)”の意味です。月夜の海を音もなく滑

る白いヨット･…“のようなイメージを艇名としました。

／抱負：船はクルージング仕様で，レーティングもか

なり高目の為，レースではあまり期待できませんが，

ある条件下では十分可能性はあると思います。レース

でも頑張り，楽しいヨットライフを送りたいと思いま

す｡/クルー：三菱電機に勤めている連中と,名古屋工

大ヨット部OBを中心に，約10名の野郎ばかりのメン

バーです。/NORCへの要望：レースだけでなく，誰

でも参加できる行事を増してください。

2903FORTEニコルソン％三国港（福井県）

8.98×7.54×3.10×1.750三崎恒雄,三崎，矢口，大

島，平鍋，蓮川，斉藤，松井，北岡,湯浅,仲井(共同）

／艇名の由来：19フィートJOG･BW24･スカンピと

乗りついできましたが，今回レース指向メンバーの希

望をいれ代替しました。北陸の海を『力強く』おし渡

り，海域でのレースを総ナメにするべく命名しました。

／抱負：昨年までの『鈍足セラヴイ』の汚名を挽回し、

三国フリートの常勝艇を目指すだけでなく，北の彼方

にレースがあると聞けばはるばる出陣し，他のフリー

トのレースを荒したい｡(大口たたいてスミマセン！）

／クルー：オーナーイコールクルーです。帆走中は皆，

オーナー面をして動こうとしません。

へ
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